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第
二
十
九
回

 

全
国
一
斉
托
鉢

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
、
第
二
十
九

回
全
国
一
斉
托
鉢
が
実
施
さ
れ
た
。
十
二
月

の
「
地
球
救
援
募
金
強
化
月
間
」
中
は
各
教

区
本
部
を
中
心
に
戸
別
托
鉢
や
街
頭
托
鉢
が

展
開
さ
れ
、
師
走
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
も
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
平

成
二
十
七
年
一
月
二
十
日
現
在
で
五
十
六
会

場
の
実
施
報
告
が
あ
っ
た
。

　

全
国
で
の
募
金
総
額
は
七
百
六
十
二
万
八

で
二
十
九
回
目
を
迎
え
た
全
国
一
斉
托
鉢
に

は
、
延
暦
寺
一
山
住
職
や
職
員
、
天
台
宗
務

庁
の
役
職
員
、
総
勢
約
百
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
九
時
よ
り
、
法
螺
貝
の
音
を
合
図
に

生
源
寺
を
出
発
し
た
一
行
は
雨
の
降
る
中
、

天
台
座
主
御
名
代
の
森
川
宏
映
探
題
大
僧
正

を
先
頭
に
「
造
り
道
」
を
托
鉢
行
脚
。
そ
の

後
、
六
班
に
分
か
れ
て
坂
本
界
隈
の
戸
別
托

鉢
を
行
い
、
多
く
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
天
台
宗
務
庁
の
役
職
員
と
延
暦
寺
一

山
寺
庭
婦
人
が
、
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅
と
Ｊ

Ｒ
堅
田
駅
、
京

阪
坂
本
駅
に
て

街
頭
募
金
を
実

施
し
た
。

　

な
お
、
当
日

寄
せ
ら
れ
た
浄

財
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
た
す
け
あ
い

運
動
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

海
外
た
す
け
あ

い
運
動
へ
寄
託

さ
れ
た
。



（
募
金
総
額
56
万
３
千
580
円
）

滋
賀
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
三
十
九
名
が
草
津
市
大
萱

地
区
に
て
実
施
。
雨
の
降
る
中
で
あ
っ
た
が

渡
邊
惠
進
前
天
台
座
主
猊
下
ご
遷
化

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
、
第
二
五
五
世
天
台
座
主
大
僧
正
渡
邊
惠
進
猊

下
が
世
寿
百
五
歳
に
て
ご
遷
化
さ
れ
た
。
平
成
九
年
一
月
二
十
日
か
ら
平
成
十
九

年
二
月
一
日
ま
で
天
台
座
主
職
を
務
め
ら
れ
、
天
台
座
主
任
期
中
は
一
隅
を
照
ら

す
運
動
総
裁
も
務
め
ら
れ
た
。

　

な
お
、
密
葬
は
十
一
月
十
七
日
、
小
堀
光
實
延
暦
寺
執
行
を
喪
主
に
滋
賀
院
門

跡
に
て
、
本
葬
は
十
二
月
十
六
日
、
木
ノ
下
寂
俊
天
台
宗
宗
務
総
長
を
喪
主
に
天

台
宗
務
庁
に
お
い
て
天
台
宗
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

千
四
百
十
円
で
、
こ
れ
ら
の
浄
財
か
ら
地
域

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
地
元
の
社
会
福
祉

協
議
会
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

な
ど
に
届
け
ら
れ
た
ほ
か
、
一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
「
地
球
救
援
事
務
局
」
に
四
百

十
一
万
二
千
六
百
三
十
八
円
が
寄
託
さ
れ
た
。

各
地
の
模
様
〈
中
間
報
告
〉



（
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
日
現
在
）

延
暦
寺
一
山

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
、
比
叡
山
麓

の
大
津
市
坂
本
地
区
一
帯
で
行
わ
れ
、
今
回
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地
元
寺
院
の
檀

信
徒
の
案
内
で

ス
ム
ー
ズ
に
修

行
で
き
た
。
留

守
の
方
の
一
筆

添
え
た
募
金
に

北
大
萱
の
方
々

の
あ
た
た
か
さ

を
感
じ
た
。

（
募
金
総
額
９



万
１
千
180
円
）

京
都
教
区
本
部

　

十
二
月
六
日
、
二
十
八
名
が
参
加
し
京
都

市
中
央
区
四
条
河
原
町
に
て
街
頭
托
鉢
を
実

施
。

（
募
金
総
額
50
万
９
千
116
円
）

近
畿
教
区
本
部

・
十
二
月
六
日
、

心
斎
橋
筋
戎
橋

に
て
十
一
名
が

参
加
し
、
街
頭

托
鉢
を
実
施
。

当
日
は
寒
風
の

吹
く
天
候
で
し

た
が
、
通
行
人

は
多
か
っ
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
な
が
ら
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
を

説
明
す
る
グ
ル
ー
プ
と
読
経
し
な
が
ら
喜

捨
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
托
鉢

を
行
っ
た
。（
募
金
総
額
15
万
９
千
778
円
）

・
第
一
部
神
峯
山
寺
支
部
で
は
、
十
二
月
十

四
日
に
十
六
名
が
高
槻
駅
前
で
街
頭
托
鉢

を
実
施
。
配
布
物
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
托

鉢
の
趣
旨
を
読
ん
で
、
戻
っ
て
き
て
募
金

を
し
て
下
さ
る
方
も
お
ら
れ
た
。
若
い
方

が
多
く
協
力
し
て
く
れ
た
。



（
募
金
総
額
１
万
７
千
990
円
）

兵
庫
教
区
本
部

・
第
三
部
で
は
十
二
月
一
日
、
寳
性
院
周
辺

に
て
七
十
三
名
が
参
加
し
、
寳
性
院
檀
徒

を
中
心
に
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
檀
家
さ
ん

の
家
で
は
、
玄
関
を
開
け
住
職
を
迎
え
、

読
経
、
般
若
心
経
を
一
緒
に
お
唱
え
さ
れ

る
方
や
静
か
に
聞
か
れ
る
方
も
お
ら
れ
た
。



（
募
金
総
額
31
万
６
千
500
円
）

・
第
四
部
で
は
十
二
月
一
日
、
八
名
が
姫
路

駅
前
か
ら
姫
路
城
前
ま
で
の
間
に
て
托
鉢

行
脚
を
実
施
。
一
隅
を
照
ら
す
運
動
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
」
と
一
緒

に
旗
を
掲
げ
て
托
鉢
を
行
っ
た
。
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る
と
、

賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
が
沢
山
お
ら
れ
た
。

多
く
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
が
あ
っ
た
。

　
（
募
金
総
額

９
万
５
千
549

円
）

・
第
五
部
で
は

十
二
月
三
日
、

牛
峰
寺
周
辺

に
て
十
五
名

で
戸
別
托
鉢

を
実
施
。
皆

様
親
切
に
対

応
し
て
下
さ

り
、
日
頃
か

ら
の
住
職
と

地
域
の
方
々

と
の
密
着
し

た
活
動
が
う

か
が
え
た
。

　
（
募
金
総
額

４
万
４
千
円
）

・
第
六
部
で
は
十
一
月
二
十
九
日
、
三
十
三

名
が
五
班
に
分
か
れ
て
永
祐
寺
周
辺
に
て

戸
別
托
鉢
を
実
施
。
部
内
寺
院
を
順
番
に

実
施
場
所
と
し
て
、
今
回
で
四
巡
目
に
入

り
、
実
施
す
る
側
も
協
力
し
て
も
ら
う
側

に
も
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で
、

支
障
な
く
回
る
こ
と
が
で
き
た
。



（
募
金
総
額
10
万
８
千
615
円
）
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寄
っ
て
来
て
、
募
金
し
て
く
れ
る
姿
も
あ
っ

た
。

（
募
金
総
額
３
万
４
千
657
円
）

九
州
東
教
区
本
部

・
第
一
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
十
名
が
国

東
町
内
に
て
街
頭
托
鉢
と
戸
別
托
鉢
を
実

施
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、

震
災
や
災
害
が
頻
発
す
る
近
年
な
の
で
協

力
を
惜
し
ま
な
い
方
が
多
い
。



（
募
金
総
額
３
万
円
）

・
第
二
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺

院
に
お
い
て
檀
信
徒
に
呼
び
か
け
を
行
っ

た
。

（
募
金
総
額
４
万
５
千
円
）

・
第
三
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
豊
後
高
田

市
内
に
て
八
名
が
参
加
し
、
街
頭
托
鉢
を

実
施
。
実
施
日
が
月
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
、

休
み
の
店
舗
が
多
く
例
年
よ
り
募
金
額
が

少
な
か
っ
た
。

　
（
募
金
総
額

14
万
９
千
902

円
）

・
第
四
教
部
で

は
十
二
月
一

日
、
大
分
市

の
デ
パ
ー
ト

前
に
て
十
一

名
で
街
頭
托

鉢
を
実
施
。

寒
さ
の
せ
い
か
、
例
年
よ
り
も
人
通
り
が

少
な
く
反
応
も
少
な
か
っ
た
。
少
数
の
方

は
理
解
を
示
し
、
協
力
も
し
て
く
れ
毎
年

行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
認
知
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
る
。



（
募
金
総
額
３
万
50
円
）

・
第
五
教
部
で
は
部
内
各
寺
院
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
浄
財
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。



（
募
金
総
額
１
万
５
千
円
）

・
第
六
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺

院
で
檀
信
徒
を
対
象
に
托
鉢
を
実
施
。
竹

田
市
仏
教
会
と
の
兼
ね
合
い
で
各
寺
院
に

て
実
施
し
て
い
る
。（
募
金
総
額
１
万
円
）

九
州
西
教
区
本
部

・
筑
前
部
で
は
十
一
月
二
十
六
日
、
小
雨
が

降
る
中
で
筑
前
部
東
明
寺
を
会
場
と
し
て

東
門
司
の
商
店
街
を
中
心
に
十
三
名
が
二

班
に
分
か
れ
て
戸
別
托
鉢
を
行
っ
た
。「
天

台
宗
全
国
一
斉
托
鉢
」
の
趣
旨
を
述
べ
て
、

商
店
の
門
口
に
立
ち
般
若
心
経
を
唱
え
、

あ
た
た
か
い
浄
財
を
喜
捨
い
た
だ
い
た
。

小
雨
で
寒
い
中
、
皆
様
の
善
意
に
心
あ
た

た
ま
る
思
い
が
し
た
。



（
募
金
総
額
３
万
６
千
374
円
）

・
久
留
米
部
で
は
十
二
月
四
日
、
久
留
米
市

商
店
街
に
て
九
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。

寒
い
中
、
皆
様
あ
た
た
か
く
迎
え
て
下
さ

岡
山
教
区
本
部

　

第
四
部
で
は
十
一
月
二
十
七
日
、
倉
敷
市

玉
島
地
区
に
て
五
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ

て
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
毎
年
同
じ
地
区
を
回

っ
て
い
る
の
で
、
心
よ
り
の
浄
財
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

（
募
金
総
額
19
万
２
千
606
円
）

山
陰
教
区
本
部

・
第
一
部
で
は
十
二
月
一
日
、
三
朝
温
泉
街

に
て
三
十
名
が
参
加
し
、
街
頭
托
鉢
を
実

施
。
歳
末
恒
例
と
な
り
檀
信
徒
の
協
力
と
、

町
民
の
方
々
も
快
く
托
鉢
に
応
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。



（
募
金
総
額
13
万
２
千
900
円
）

・
第
二
部
で
は
年
間
を
通
し
て
募
金
箱
を
設

置
し
、
募
金
活
動
を
実
施
。



（
募
金
総
額
２
万
１
千
456
円
）

・
第
三
部
と
第
四
部
は
合
同
で
十
二
月
一
日
、

松
江
駅
前
に
て
七
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。

当
日
は
人
通
り
も
多
く
、
皆
様
好
意
的
で

あ
っ
た
。
天
台
宗
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な

が
っ
た
。

（
募
金
総
額
９
万
５
千
438
円
）

四
国
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
宇
和

島
市
内
に
て
総
勢
六
名

が
参
加
し
、
街
頭
托
鉢

を
実
施
。
子
供
が
駆
け



一隅を照らす運動総本部だより　126

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

127　

─5─

い
ま
し
た
。
商

店
街
は
年
末
の

忙
し
い
時
期
で

し
た
が
、「
ご

苦
労
様
で
す
」

「
寒
い
中
大
変

で
す
ね
」
な
ど

の
言
葉
を
か
け

て
頂
き
、
多
く

の
浄
財
を
喜
捨
い
た
だ
い
た
。



（
募
金
総
額
４
万
８
千
471
円
）

・
柳
川
部
で
は
十
二
月
四
日
、
悪
天
候
の
た

め
急
遽
日
に
ち
を
変
更
し
て
五
名
が
参
加

し
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
そ
の
た
め
出
仕
僧

侶
は
少
な
か
っ
た
が
、
前
も
っ
て
訪
問
先

へ
の
連
絡
、
常
日
頃
の
活
動
に
よ
り
、
今

ま
で
通
り
喜
ば
れ
る
托
鉢
に
な
っ
た
。



（
募
金
総
額
２
万
２
千
664
円
）

・
熊
本
部
で
は
托
鉢
開
始
前
に
雨
が
降
り
出

し
、
や
む
な
く
中
止
し
た
。
地
球
救
援
事

務
局
に
部
内
寺
院
よ
り
集
ま
っ
た
浄
財
を

寄
託
。

（
募
金
総
額
１
万
７
千
437
円
）

・
肥
前
東
部
と
西
部
で
は
十
二
月
二
日
、
佐

賀
市
内
に
て
十
四
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。

当
日
県
内
は
初
冠
雪
を
観
測
す
る
ほ
ど
気

温
が
低
く
、
商
店
街
も
人
出
が
少
な
く
、

寒
風
の
中
で
の
厳
し
い
托
鉢
と
な
っ
た
が
、

参
加
者
は
大
き
な
声
で
お
経
を
唱
え
な
が

ら
一
軒
一
軒
行

脚
し
て
い
た
。

訪
問
先
の
商
店

で
は
、
店
主
は

も
ち
ろ
ん
の
こ

と
店
内
の
お
客

様
た
ち
か
ら
も

托
鉢
の
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
き
、

多
く
の
浄
財
が

集
ま
っ
た
。



（
募
金
総
額
３
万
５
千
428
円
）

・
対
馬
部
で
は
十
二
月
十
七
日
、
対
馬
市
厳

原
町
に
て
十
名
が
戸
別
托
鉢
と
街
頭
托
鉢

を
実
施
。
当
日
は
今
年
一
番
の
寒
さ
で
、

道
行
く
人
も
少
な
か
っ
た
。
戸
口
で
声
を

か
け
る
と
快
く
浄
財
を
喜
捨
し
て
い
た
だ

い
た
。
同
行
の
檀
信
徒
の
方
か
ら
は
「
そ

の
様
な
格
好
で
寒
く
な
い
の
か
」「
さ
す

が
和
尚
様
方
だ
」
と
感
心
さ
れ
た
。



（
募
金
総
額
２
万
６
千
462
円
）

三
岐
教
区
本
部

　

十
一
月
二
十
七
日
、
三
重
一
部
の
常
住
寺

信
徒
を
中
心
に
、
総
勢
十
四
名
が
三
班
に
分

か
れ
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
前
も
っ
て
お
知
ら

せ
し
て
い
た
信
徒
宅
を
中
心
に
、
訪
問
し
浄

財
を
い
た
だ
い
た
。
般
若
心
経
を
読
経
す
る

間
、
皆
さ
ん
玄

関
に
出
て
手
を

合
わ
せ
て
あ
た

た
か
く
迎
え
て

下
さ
り
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と

お
礼
を
い
た
だ

き
、
托
鉢
す
る

私
た
ち
も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。



（
募
金
総
額
７
万
５
千
500
円
）

東
海
教
区
本
部

・
東
海
教
区
本
部
で
は
十
二
月
二
十
一
日
、

名
古
屋
市
千
種
区
の
覚
王
山
日
泰
寺
本
堂

前
に
て
八
名
が
托
鉢
を
実
施
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
参
拝
者
の
方
自
体
も
大
変
多
く
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
も
小
さ
な
子
供

か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
く
お

ら
れ
た
。

　
（
募
金
総
額



７
万
円
）

・
第
五
部
の
吉
祥

院
支
部
で
は
、

十
二
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
の

間
、
知
多
市
八
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か
ら
多
く
浄
財
を
頂
戴
し
、
ま
た
教
区
の
寺

院
で
集
め
ら
れ
た
募
金
も
持
参
し
て
い
た
だ

い
た
。

（
募
金
総
額
25
万
９
千
182
円
）

東
京
教
区
本
部

　

十
二
月
十
三
日
、
聖
観
音
宗
浅
草
寺
宝
蔵

門
前
に
て
四
十
二
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ

う
ぐ
う
さ
ん
」
が
大
変
人
気
で
あ
っ
た
。
参

拝
者
や
観
光
客
の
方
々
か
ら
あ
た
た
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



（
募
金
総
額
33
万
63
円
）

北
総
教
区
本
部

　

十
二
月
一

日
、
我
孫
子

市
布
佐
駅
周

辺
に
て
十
四

名
が
参
加
し
、

戸
別
托
鉢
を

実
施
。「
共

に
仏
心
を
育

て
、
一
隅
を

照
ら
し
ま
し

ょ
う
。
歳
末

た
す
け
あ
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

声
を
か
け
て
も
関
心
は
薄
く
、
喜
捨
の
精
神

に
は
程
遠
く
、
慈
悲
心
を
育
む
出
家
者
の
使

命
は
大
き
い
も
の
と
感
じ
た
。



（
募
金
総
額
16
万
５
千
円
）

南
総
教
区
本
部

　

十
二
月
二
日
、
茂
原
市
茂
原
駅
前
に
て
八

名
が
参
加
し
、
街
頭
托
鉢
を
実
施
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
市
民
の
皆
様
よ
り
気
持

ち
の
こ
も
っ
た
浄
財
を
い
た
だ
い
た
。



（
募
金
総
額
６
万
９
千
656
円
）

埼
玉
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
川
越
駅
周
辺
と
熊
谷
駅
周

辺
に
て
総
勢
二
十
七
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。

当
日
は
天
候
が
不
安
定
で
時
折
小
雨
の
降
る

中
、
参
加
者
全
員
で
熱
心
に
声
を
か
け
な
が

ら
活
動
し
た
。
熊
谷
で
は
通
行
人
も
少
な
く
、

選
挙
活
動
の
声
が
あ
る
厳
し
い
中
で
の
托
鉢

と
な
っ
た
。
川
越
で
は
駅
前
の
人
通
り
が
多

く
反
応
が
良
か
っ
た
。



（
募
金
総
額
21
万
７
千
933
円
）

群
馬
教
区
本
部

・
南
前
橋
部
で
は
十
二
月
六
日
、
百
十
名
が

参
加
し
、
南
前
橋
部
善
光
寺
周
辺
に
て
戸

別
托
鉢
を
実
施
。
一
軒
ず
つ
訪
問
し
、
お

経
を
唱
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
檀
家
様
か

ら
有
り
難
く
感
謝
さ
れ
た
。



（
募
金
総
額
57
万
４
千
301
円
）

幡
地
区
に
て
二
十
一
名
が
参
加
し
、
４
班

に
分
か
れ
て
詠
唱
し
な
が
ら
托
鉢
を
実
施
。

地
域
に
定
着
し
た
行
事
と
な
っ
た
が
、
世

代
交
代
と
不
景
気
に
よ
り
募
金
額
が
減
少

し
て
い
る
。（
募
金
総
額
57
万
３
千
229
円
）

北
陸
教
区
本
部

　

十
一
月
三
十
日
、
福
井
市
内
の
西
武
福
井

店
前
に
て
十
五
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
て
通
行
人
の
方
々
も
快
く
協

力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
終
了
し
て
も
追
い

か
け
て
募
金
を
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
た
。



（
募
金
総
額
13
万
４
千
394
円
）

神
奈
川
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
川
崎
駅
東
口
銀
柳
街
商
店

街
に
て
総
勢
三
十
四
名
が
６
組
に
分
か
れ
、

幟
旗
を
掲
示
し
一
隅
を
照
ら
す
運
動
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
」
と
一
緒
に
チ

ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配
布
し
、
街

頭
托
鉢
を
実
施
。

天
台
宗
を
揚
げ
て

全
国
一
斉
托
鉢
を

行
っ
て
い
る
旨
を

伝
え
、
募
金
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け

た
。
通
行
の
方
々
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・
北
前
橋
部
で
は
十
二
月
二
日
、
十
一
名
が

参
加
し
、
北
前
橋
部
淨
土
寺
周
辺
に
て
戸

別
托
鉢
を
実
施
。



（
募
金
総
額
19
万
２
千
42
円
）

・
西
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
五
十
七
名

が
参
加
し
、
西
前
橋
部
東
漸
寺
周
辺
に
て

戸
別
托
鉢
を
実
施
。



（
募
金
総
額
22
万
６
千
424
円
）

・
高
崎
部
で
は
十
二
月
二
日
、
総
勢
二
十
五

名
（
内
天
台
宗
五
名
）
が
高
崎
駅
前
、
高

崎
市
街
地
に
て
街
頭
托
鉢
と
戸
別
托
鉢
を

実
施
。
高
崎
仏
教
会
と
し
て
、
他
宗
の
住

職
等
と
協
力
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

年
末
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

年
々
市
民
の
反
応
は
鈍
く
な
っ
て
い
る
。



（
募
金
総
額
５
万
円
）

・
富
岡
部
で
は
十
二
月
十
三
日
、
十
四
名
が

参
加
し
、
富
岡
市
内
、
甘
楽
町
内
に
て
戸

別
托
鉢
を
実
施
。

（
募
金
総
額
３
万
円
）

・
多
野
部
で
は
十
一
月
二
十
三
日
、
多
野
部

淨
法
寺
で
行
わ
れ
た
多
野
部
檀
信
徒
伝
道

師
会
研
修
会
に
て
募
金
活
動
を
実
施
。



（
募
金
総
額
５
万
８
千
800
円
）

・
北
群
馬
部
で
は
十
二
月
六
日
、
五
十
八
名

が
参
加
し
、
渋
川
市
内
に
て
戸
別
托
鉢
を

実
施
。

（
募
金
総
額
31
万
６
千
545
円
）

・
桐
生
部
で
は
十
二
月
七
日
、
二
十
名
が
参

加
し
、
桐
生
市
本
町
内
に
て
街
頭
托
鉢
を

実
施
。
比
較
的

人
通
り
が
少
な

く
、
店
舗
の
閉

店
も
多
く
「
通

り
道
」
的
な
道

路
で
の
托
鉢
に

苦
慮
し
た
。
僧

侶
の
街
頭
托
鉢

に
気
が
つ
い
た

一
般
の
方
々
は

快
く
募
金
に
協

力
い
た
だ
き
好
印
象
で
あ
っ
た
。



（
募
金
総
額
９
万
４
千
692
円
）

・
東
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺

院
に
て
実
施
。

（
募
金
総
額
12
万
円
）

・
世
良
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺

院
に
て
実
施
。

（
募
金
総
額
３
万
円
）

・
下
仁
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
十
三
名
が

南
牧
村
商
店
街
を
中
心
に
戸
別
托
鉢
を
実

施
。
こ
の
地
域
で
は
甘
楽
西
部
仏
教
会
の

主
催
で
、
師
走
の
年
中
行
事
と
し
て
托
鉢

を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
は
大
雨
の
た
め
、

例
年
よ
り
範
囲
を
狭
め
た
の
で
募
金
額
も

少
な
く
な
っ
た
。
永
年
の
伝
統
行
事
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
快
く
喜
捨
し
て
い
た
だ

き
協
力
的
だ
っ
た
。



（
募
金
総
額
10
万
７
千
790
円
）

・
西
群
馬
部
で
は
部
内
会
費
よ
り
集
ま
っ
た

内
か
ら
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。



（
募
金
総
額
２
万
円
）

茨
城
教
区
本
部

・
十
一
月
三
十
日
、
第
二
部
千
光
寺
周
辺
を

十
八
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
檀
信
徒
の
お
宅
に
事
前
に

通
知
さ
れ
て
お
り
、
浄
財
と
共
に
親
切
な

お
言
葉
も
添
え
て
頂
い
た
。
ま
た
、
留
守

に
さ
れ
て
い
た
お
宅
で
も
玄
関
に
浄
財
が

置
か
れ
て
い
る
な
ど
、
大
変
ス
ム
ー
ズ
に

托
鉢
が
行
え
た
。



（
募
金
総
額
13
万
８
千
円
）

・
第
二
部
で
は
十
二
月
六
日
、
筑
西
市
下
館

駅
周
辺
に
て
八
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。

当
日
は
急
に
気
温
が
下
が
り
寒
さ
が
厳
し

か
っ
た
。
一
隅
を
照
ら
す
運
動
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
」
が
子
供
た
ち

に
人
気
が
あ
っ
た
。



（
募
金
総
額
15
万
６
千
227
円
）

栃
木
教
区
本
部

　

十
二
月
四
日
、

宇
都
宮
市
オ
リ
オ

ン
通
り
に
て
十
名

が
街
頭
托
鉢
を
実

施
。
街
行
く
人
は

ほ
と
ん
ど
足
を
止
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平
成
二
十
六
年
度
支
部
活
動
助
成
支
部

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
宗
祖
大
師
の
お
言
葉
「
己
を

忘
れ
て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
」

の
精
神
で
社
会
奉
仕
活
動
を
永
年
に
わ
た
り

実
践
す
る
支
部
を
奨
励
し
助
成
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
の
助
成
支
部
は

以
下
の
と
お
り
。

滋
賀
教
区
本
部

華
開
寺
支
部
（
藤
支
良
明
支
部
長
）

●
事
業
名
：
華
開
寺
周
辺
清
掃
活
動

い
て
三
十
八

名
が
参
加
し
、

戸
別
托
鉢
を

実
施
。
当
日

は
風
が
強
く
、

肌
寒
く
感
じ

ら
れ
た
も
の

の
幸
に
も
天

候
に
恵
ま
れ
、

正
し
く
仏
天

の
ご
加
護
の

中
で
の
托
鉢
と
な
っ
た
。
托
鉢
僧
が
近
づ
く

と
読
経
に
手
を
合
わ
せ
「
ご
苦
労
様
で
す
。

国
内
外
の
災
害
で
苦
労
し
て
い
る
皆
様
、
恵

ま
れ
な
い
子
供
達
に
少
し
で
も
お
役
立
て
し

て
く
だ
さ
い
」
と
物
心
両
面
の
あ
た
た
か
い

ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。



（
募
金
総
額
15
万
７
千
円
）

山
形
教
区
本
部

　

十
一
月
二
十
六
日
、
新
庄
市
内
に
て
立
正

校
正
会
と
合
同
で
総
勢
四
十
四
名
（
内
天
台

宗
二
十
八
名
）
が
街
頭
托
鉢
と
戸
別
托
鉢
を

実
施
。
平
日
に
も
係
わ
ら
ず
商
店
街
の
方
々

か
ら
多
く
の
浄
財
を
託
さ
れ
る
と
共
に
あ
た

た
か
い
お
言
葉
も
い
た
だ
い
た
。
指
先
ま
で

凍
え
る
よ
う
な
天
候
の
下
で
皆
様
の
慈
し
み

の
心
が
感
じ
ら
れ
胸
が
あ
た
た
か
く
な
っ
た
。

（
募
金
総
額
16



万
６
千
875
円
）

め
る
こ
と
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

最
初
は
一
箇
所
で
、
そ
の
後
各
自
分
か
れ
て

行
っ
た
が
、
風
当
た
り
は
冷
た
い
も
の
で
あ

っ
た
。

（
募
金
総
額
２
千
694
円
）

福
島
教
区
本
部

・
十
二
月
一
日
、
五
十
名
が
参
加
し
、
喜
多

方
市
内
に
て
托
鉢
行
脚
を
実
施
。
み
ぞ
れ

交
じ
り
の
雨
の
中
、
お
経
の
声
を
聞
い
て

家
の
中
か
ら
出
て
く
る
人
や
、
通
行
人
の

方
々
か
ら
募
金
を
い
た
だ
い
た
。



（
募
金
総
額
７
万
２
千
450
円
）

・
第
四
部
龍
興

寺
支
部
で
は
、

十
一
月
三
十

日
に
「
第
二

十
七
回
歳
末

た
す
け
あ
い

詠
讃
托
鉢
」

と
し
て
詠
讃

会
、
伝
道
師

会
の
会
員
な

ど
総
勢
二
十
四
名
が
会
津
美
里
町
、
高
田

町
に
て
戸
別
托
鉢
を
実
施
。



（
募
金
総
額
９
万
７
千
502
円
）

陸
奥
教
区
本
部

　

十
一
月
十
六
日
、
第
一
部
の
藤
田
寺
に
お
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●
活
動
年
数
：
三
十
七
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
四
丁
目

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
檀
徒
二
十
六
名

●
要　
　

旨
：
各
自
が
清
掃
道
具
を
持
ち
寄

り
、
各
班
に
分
か
れ
境
内
や
地
域
周
辺
の

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

西
光
寺
支
部
（
駒
田
光
潤
支
部
長
）

●
事
業
名
：
愛
犬
部
檀
信
徒
会
「
一
隅
を

照
ら
す
運
動
」
実
践
活
動

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
滋
賀
県
甲
良
町　

滋
賀
県
立

甲
良
養
護
学
校

●
人　
　

数
：

寺
族
三
名
・

檀
徒
二
十
五

名
・
信
徒
七

名
●
要　
　

旨
：

甲
良
養
護
学

校
周
辺
の
草

刈
り
、
花
壇

の
草
取
り
、

兵
庫
教
区
本
部

長
光
寺
支
部
（
雲
井
明
善
支
部
長
）

●
事
業
名
：
地
域
高
齢
者
の
慰
問
・
慰
労

事
業

●
活
動
年
数
：
二
十
八
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
回　
　

数
：
年
五
十
四
回

●
場　
　

所
：
兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
八

木
●
人　
　

数
：
寺
族
一
名
・
檀
徒
五
名
・
信

徒
三
名
・
一
般
八
名

●
要　
　

旨
：
谷
八
木
公
民
会
・
老
人
憩
い

の
家
等
に
お
い
て
、
喫
茶
や
お
し
ゃ
べ
り

の
場
を
設
け
孤
独
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者

に
交
友
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

高
藏
寺
支
部
（
福
井
邦
準
支
部
長
）

●
事
業
名
：
高

蔵
寺
周
辺
整
備

事
業

●
活
動
年
数
：
四

十
年

●
該
当
事
業
：
清

掃
奉
仕

●
回　
　

数
：
年

二
回

生
け
垣
の
剪
定
等
、
普
段
は
な
か
な
か
手

入
れ
が
行
き
届
か
な
い
場
所
を
中
心
に
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

東
雲
寺
支
部
（
吉
田
慈
順
支
部
長
）

●
事
業
名
：
第
五
回
念
仏
行
脚
（
浄
土
教
の

源
流
を
訪
ね
て
）

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
二
回

●
場　
　

所
：
滋
賀
県
湖
北
一
帯

●
人　
　

数
：
寺
族
五
名
・
檀
徒
四
十
名
・

信
徒
二
十
名
・
一
般
二
百
名

●
要　
　

旨
：
湖
北
一
帯
は
祖
師
方
を
始
め
、

多
く
の
念
仏
者

と
縁
が
深
い
た

め
先
徳
が
歩
ん

だ
と
さ
れ
る
古

道
を
忠
実
に
辿

り
行
脚
し
て
文

化
に
ふ
れ
あ
う
。
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ま
つ
り
を
実
施
し
、

境
内
を
無
料
開
放

し
て
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
行
っ
て

い
る
。
近
年
は
地

域
の
住
民
が
こ
ぞ

っ
て
農
作
物
等
を

販
売
し
て
い
る
。

蓮
華
寺
支
部
（
速
水
亘
雄
支
部
長
）

●
事
業
名
：
地
域
の

高
齢
者
の
交
流
サ

ロ
ン

●
活
動
年
数
：
十
二

年
●
該
当
事
業
：
福
祉

●
回　
　

数
：
年
十

一
回

●
場　
　

所
：
兵
庫

県
丹
波
市
春
日
町

●
人　
　

数
：
檀
徒

三
十
五
名
・
一
般

二
名

●
要　
　

旨
：
地
域
の
高
齢
者
が
集
い
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
話
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
楽
し
む
場
を
設
け
て
い
る
。

白
毫
寺
支
部
（
荒
樋
勝
善
支
部
長
）

●
事
業
名
：
植
樹
植
栽
及
び
交
流
事
業

●
活
動
年
数
：
二
十
五
年

●
該
当
事
業
：
環
境
保
全
・
ま
ち
づ
く
り

●
回　
　

数
：
随
時

●
場　
　

所
：
兵
庫
県
丹
波
市
市
島
町

●
人　
　

数
：
寺
族
五
名
・
檀
徒
四
十
名
・

信
徒
五
名
・
一
般
二
十
名

●
要　
　

旨
：
モ
ミ
ジ
・
桜
・
紫
陽
花
・
石

楠
花
等
の
植
栽
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
昨
年
植
え
た
石
楠
花
八
百
本
と
既
存
の

二
百
本
の
都
合
千
本
や
九
尺
フ
ジ
の
ふ
じ

ま
つ
り
に
よ
る
交
流
事
業
を
開
催
し
て
い

る
。

山
陰
教
区
本
部

觀
音
院
支
部
（
中
村
彰
恵
支
部
長
）

●
事
業
名
：
蛍
放
生
会
～
天
台
声
明
と
蛍

観
賞
の
ゆ
う
べ
～

●
活
動
年
数
：
二
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
鳥
取
県
鳥
取
市
上
町

●
人　
　

数
：
寺
族
七
名
・
檀
徒
四
十
名
・

信
徒
二
十
名
・
一
般
六
十
名

●
要　
　

旨
：
名
勝
指
定
庭
園
の
地
域
へ
の

●
場　
　

所
：
兵
庫
県
篠
山
市
高
倉

●
人　
　

数
：
檀
徒
五
十
名

●
要　
　

旨
：
高
藏
寺
周
辺
の
草
刈
り
や
剪

定
を
檀
徒
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
環
境
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

常
行
院
支
部
（
岡
山
亮
徹
支
部
長
）

●
事
業
名
：
里
山
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り

●
活
動
年
数
：
四
年

●
該
当
事
業
：
環
境
保
全

●
回　
　

数
：
年
十
五
回

●
場　
　

所
：
兵
庫
県
加
西
市
山
下
町

●
人　
　

数
：
寺
族
一
名
・
檀
徒
五
十
九
名

●
要　
　

旨
：
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
持

て
る
場
所
の
提
供
や
里
山
の
整
備
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

彌
勒
寺
支
部
（
草
別
善
哉
支
部
長
）

●
事
業
名
：
ほ
て
い
ま
つ
り

●
活
動
年
数
：
十
二
年

●
該
当
事
業
：
リ
サ
イ
ク
ル
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
兵
庫
県
姫
路
市
夢
前
町

●
人　
　

数
：
寺
族
四
名
・
檀
徒
十
名
・
信

徒
五
名
・
一
般
二
十
名

●
要　
　

旨
：
毎
年
十
一
月
三
日
に
ほ
て
い
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関
わ
り
を
考
え
、
有
効
的
な
活
用
の
ひ
と

つ
と
し
て
夜
間
特
別
公
開
を
行
い
、
声
明

が
響
き
わ
た
る
な
か
蛍
の
放
生
を
行
っ
て

い
る
。

大
日
寺
支
部
（
見
上
知
正
支
部
長
）

●
事
業
名
：

子
ど
も
田
ん

ぼ
●
活
動
年
数
：

五
年

●
該
当
事
業
：

環
境
保
全
・

教
育
・
ま
ち

づ
く
り

●
回　
　

数
：

随
時

●
場　
　

所
：
鳥
取
県
倉
吉
市
桜

●
人　
　

数
：
寺
族
一
名
・
檀
徒
十
五
名
・

一
般
十
四
名

●
要　
　

旨
：
山
村
に
住
む
子
ど
も
に
米
の

収
穫
ま
で
の
農
作
業
を
と
お
し
て
、
地
域

と
の
連
帯
感
を
養
う
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

弥
勒
寺
支
部
（
柴
山
宣
慶
支
部
長
）

●
事
業
名
：
弥
勒
寺
一
隅
大
会

●
活
動
年
数
：
四
十
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
鳥
取
県
鳥
取
市
青
谷
町

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
檀
徒
二
十
名
・

信
徒
二
名
・
一
般
二
名

●
要　
　

旨
：
支
部
独
自
の
一
隅
を
照
ら
す

運
動
大
会
を
開
催
し
、
研
修
生
の
発
表
や

講
師
の
講
話
な
ど
を
交
え
て
一
隅
を
照
ら

す
教
え
を
敷
衍
し
て
い
る
。

善
光
院
支
部
（
乾
光
伸
支
部
長
）

●
事
業
名
：
善
光
院
交
流
も
ち
つ
き
会

●
活
動
年
数
：
二
年

●
該
当
事
業
：
福
祉

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
鳥
取
県
鳥
取
市
福
部
町

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
檀
徒
四
十
名

●
要　
　

旨
：
も
ち
つ
き
会
を
開
催
し
、
年

齢
層
を
問
わ
ず
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
寺
院
を
開
放
し
て
い
る
。

皆
成
院
支
部
（
清
水
成
真
支
部
長
）

●
事
業
名
：
三
徳
山
夏
の
集
い

●
活
動
年
数
：
十
二
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
教
育
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
檀
徒
二
名
・
信

徒
八
名
・
一
般
二
十
五
名

●
要　
　

旨
：
外
国
人
に
日
本
の
文
化
や
習

慣
に
触
れ
て
も
ら
う
交
流
会
を
開
催
し

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
の
精
神
を
体
感

し
て
も
ら
う
。

興
隆
寺
支
部
（
市
原
修
俊
支
部
長
）

●
事
業
名
：
山
寺
コ
ン
サ
ー
ト

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
山
口
市
大
内
矢
田

●
人　
　

数
：
寺
族
三
名
・
信
徒
二
十
名
・

一
般
三
百
名

●
要　
　

旨
：
山
口
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
鷺

流
狂
言
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
幼
児
の
わ

ら
べ
唄
、
児
童
に
よ
る
太
鼓
、
雅
楽
、
二

十
五
絃
箏
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
等
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

を
開
催
し
て
い
る
。
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●
要　
　

旨
：

過
疎
の
島
と

な
っ
て
い
る

讃
岐
広
島
で
、

地
区
の
檀
徒

が
協
力
し
て

地
域
の
清
掃

奉
仕
活
動
と

伝
統
行
事
を

守
る
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

九
州
東
教
区
本
部

眞
光
寺
支
部
（
糸
永
崇
幸
支
部
長
）

●
事
業
名
：
第
九
回
文
化
講
演
会

●
活
動
年
数
：
十
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年

一
回

●
場　
　

所
：
大

分
県
大
分
市
大

字
千
歳

●
人　
　

数
：
寺

族
三
名
・
檀
徒

三
十
名
・
信
徒

二
十
名
・
一
般

八
十
名

●
要　
　

旨
：
檀
信
徒
や
一
般
の
方
か
ら
講

師
を
選
び
、
講
演
を
主
に
し
て
文
化
に
ふ

れ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

善
正
寺
支
部
（
野
中
玄
雄
支
部
長
）

●
事
業
名
：
第
二
十
九
回
延
岡「
橋
の
日
」

●
活
動
年
数
：
二
十
八
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
宮
崎
県
延
岡
市　

安
賀
多
橋

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
檀
徒
三
十
名
・

信
徒
二
十
名
・
一
般
二
百
五
十
名

●
要　
　

旨
：
橋
の
日
は
、
橋
に
感
謝
、
健

康
増
進
と
郷
土
の
発
展
を
願
う
。
当
日
は

午
前
六
時
よ
り
ラ
ジ
オ
体
操
そ
の
後
に
式

典
と
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

長
徳
寺
支
部
（
大
岐
和
典
支
部
長
）

●
事
業
名
：
清
掃
奉
仕
活
動
・
地
区
住
民

ふ
れ
あ
い
活
動

●
活
動
年
数
：
二
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
教
育

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
宮
崎
県
宮
崎
市
清
武
町

●
人　
　

数
：
檀
徒
十
名
・
信
徒
十
名
・
一

四
国
教
区
本
部

妙
法
寺
支
部
（
大
岡
真
祥
支
部
長
）

●
事
業
名
：
丸
亀
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

●
活
動
年
数
：
一
年

●
該
当
事
業
：
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
・
音
楽

活
動

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
香
川
県
丸
亀
市

●
人　
　

数
：
寺
族
十
名
・
檀
徒
十
名
・
信

徒
十
名
・
一
般
四
百
名

●
要　
　

旨
：
音
楽
文
化
の
振
興
と
丸
亀
市

中
心
街
の
活
性
化
を
は
か
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
丸
亀
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
を
開
催
し

て
い
る
。
二
十
七
バ
ン
ド
が
全
八
会
場
に

お
い
て
演
奏
す
る
た
め
本
堂
を
会
場
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

玉
瀧
寺
支
部
（
大
岡
真
祥
支
部
長
）

●
事
業
名
：
寺
社
清
掃
・
道
路
清
掃
保
全
・

伝
統
文
化
行
事
の
開
催

●
活
動
年
数
：
二
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
十
二
回

●
場　
　

所
：
香
川
県
丸
亀
市
広
島
町

●
人　
　

数
：
檀
徒
十
名
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般
三
十
名

●
要　
　

旨
：

ス
ポ
ー
ツ
や

「
こ
ど
も
ほ

っ
し
ん
え
」

を
合
宿
形
式

で
実
施
し
、

青
少
年
の
健

全
育
成
を
は

か
っ
て
い
る
。

三
岐
教
区
本
部

正
行
院
支
部
（
傍
島
法
苑
支
部
長
）

●
事
業
名
：
正
行
院
つ
ど
い
の
会

●
活
動
年
数
：
二
十
年

●
該
当
事
業
：
教
育
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
八
十
回

●
場　
　

所
：
岐

阜
県
不
破
郡
垂

井
町

●
人　
　

数
：
寺

族
三
名
・
檀
徒

十
名
・
信
徒
二

十
名
・
一
般
三

十
名

●
要　
　

旨
：
毎

月
つ
ど
い
の
会

を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
の
先
祖
供
養
、

説
法
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
を
行

っ
て
い
る
。

不
動
院
支
部
（
髙
木
誠
海
支
部
長
）

●
事
業
名
：
は
ぐ
は
ぐ
サ
ー
ク
ル

●
活
動
年
数
：
七
年

●
該
当
事
業
：
福
祉
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
十
二
回

●
場　
　

所
：
岐
阜
県
岐
阜
市
日
野
西

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
一
般
六
名

●
要　
　

旨
：
毎
月
二
十
日
に
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
い
、

年
二
～
三
回
七
夕
会
、
お
月
見
会
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
人
と
交
流
し
社
会
進
出

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

東
海
教
区
本
部

根
福
寺
支
部
（
林
敬
順
支
部
長
）

●
事
業
名
：
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
稲
沢
第
九
団

●
活
動
年
数
：
三
十
四
年

●
該
当
事
業
：
教
育

●
回　
　

数
：
年
三
十
回

●
場　
　

所
：
愛
知
県
稲
沢
市
祖
父
江
町

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
一
般
八
十
名

●
要　
　

旨
：
宗
教
を
基
盤
と
し
た
円
満
な

青
少
年
の
健
全

育
成
を
計
る
た

め
、
年
間
を
通

じ
て
野
外
活
動

や
地
域
行
事
へ

の
積
極
的
な
奉

仕
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

成
願
寺
支
部
（
中
村
廣
文
支
部
長
）

●
事
業
名
：
花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

●
活
動
年
数
：
一
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：

年
一
回

●
場　
　

所
：

愛
知
県
名
古

屋
市
北
区

●
人　
　

数
：

寺
族
一
名
・

檀
徒
三
名
・

信
徒
十
名
・

一
般
六
十
名

●
要　
　

旨
：
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●
活
動
年
数
：
十
二
年

●
該
当
事
業
：
教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・
リ
サ

イ
ク
ル
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
一
回

●
場　
　

所
：
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村

●
人　
　

数
：
寺
族
四
名
・
檀
徒
八
名
・
信

徒
十
名
・
一
般
三
十
五
名

●
要　
　

旨
：
地
域
で
活
動
す
る
大
人
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
う
た
な

ど
を
披
露

す
る
。
祭

の
司
会
は
、

地
域
の
小

学
生
が
担

当
し
情
操

教
育
の
要

素
を
持
ち

な
が
ら
、

楽
し
く
参

加
で
き
る

内
容
に
な

っ
て
い
る
。

神
奈
川
教
区
本
部

興
禪
寺
支
部
（
金
子
慈
淵
支
部
長
）

●
事
業
名
：
第
二
回
港
北
民
族
芸
能
発
表

会
「
蘭
陵
王
」

●
活
動
年
数
：
明

治
時
代
発
足

●
該
当
事
業
：
文

化
●
回　
　

数
：
年

一
回

●
場　
　

所
：
神

奈
川
県
横
浜
市

●
人　
　

数
：
寺

族
十
名
・
檀
徒

二
十
名
・
一
般

百
名

●
要　
　

旨
：
県
内
の
寺
院
や
神
社
等
で
の

演
奏
会
を
開
催
し
文
化
交
流
を
し
て
い
る
。

南
総
教
区
本
部

萬
福
寺
支
部
（
奈
良
康
信
支
部
長
）

●
事
業
名
：
萬
福
寺
サ
ロ
ン
い
こ
い

●
活
動
年
数
：
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
福

祉
・
慰
問

●
回　
　

数
：
年
二
十
六
回

●
場　
　

所
：
千
葉
県
鴨
川
市

●
人　
　

数
：
寺
族
三
名
・
檀
徒
十
八
名
・

一
般
八
名

●
要　
　

旨
：
憩
い
の
場
所
を
提
供
し
、
自

分
達
で
作
っ
た
作
品
を
地
域
の
学
校
・
幼

毎
年
四
月
八
日
「
花
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ

て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
人
々
の
交
流

の
場
を
提
供
し
て
多
く
の
方
と
ご
縁
を
結

べ
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

観
寺
支
部
（
加
藤
大
道
支
部
長
）

●
事
業
名
：
介
護
老
人
福
祉
施
設
訪
問

●
活
動
年
数
：
三
年

●
該
当
事
業
：
福
祉
・
教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・

慰
問
・
文
化

●
回　
　

数
：
年
十
二
回

●
場　
　

所
：
愛
知
県
阿
久
比
町

●
人　
　

数
：
信

徒
八
十
名

●
要　
　

旨
：
老

人
と
の
ふ
れ
あ

い
に
社
会
福
祉

法
人
一
期
一
会

荘
へ
訪
問
し
法

話
等
を
し
て
、

福
祉
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

信
越
教
区
本
部

長
岳
寺
支
部
（
入
亮
純
支
部
長
）

●
事
業
名
：
沙
羅
双
樹
子
ど
も
ま
つ
り
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稚
園
・
保
育
所
そ
の
他
施
設
に
届
け
な
が

ら
交
流
を
し
て
い
る
。

群
馬
教
区
本
部

禪
養
寺
支
部
（
小
出
晃
正
支
部
長
）

●
事
業
名
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り
・
災
害
寺
の
見
舞
い

●
活
動
年
数
：
九
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り
・
慰
問

●
回　
　

数
：
年
四
回

●
場　
　

所
：
群
馬
県
前
橋
市

●
人　
　

数
：
寺
族
三
名
・
檀
徒
三
十
名
・

一
般
四
名

●
要　
　

旨
：
通
学
路
沿
い
の
雑
木
林
の
手

入
れ
な
ど
を
し
て
、
子
ど
も
が
安
全
に
通

学
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

恩
行
寺
支
部
（
竹
村
興
肇
支
部
長
）

●
事
業
名
：
伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承　

青
少
年
健
全
育
成

●
活
動
年
数
：
八
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
十
五
回

●
場　
　

所
：
群
馬
県
高
崎
市

●
人　
　

数
：
寺
族
一
名
・
檀
徒
十
三
名
・

会
員
十
二
名
・
一
般
七
十
六
名

●
要　
　

旨
：
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
統

芸
能
で
あ
る
獅
子
舞
を
指
導
し
、
継
承
す

る
こ
と
に
よ
り
理
解
を
深
め
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い
る
。

正
法
院
支
部
（
藤
井
祐
心
支
部
長
）

●
事
業
名
：
清
掃
奉
仕
活
動

●
活
動
年
数
：
一
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
回　
　

数
：
年
十
四
回

●
場　
　

所
：
群
馬
県
前
橋
市

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
檀
徒
五
十
名
・

一
般
十
名

●
要　
　

旨
：
毎
月
地
域
の
方
々
が
奉
仕
で

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加

者
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
交
流

を
は
か
っ
て
い
る
。

常
光
寺
支
部
（
堀
越
教
之
支
部
長
）

●
事
業
名
：「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
」
青

倉
エ
リ
ア
及
び
世
界
遺
産
の
環
境
保
全

●
活
動
年
数
：
九
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
教

育
・
ま
ち
づ
く
り
・
文
化

●
回　
　

数
：
随
時

●
場　
　

所
：
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
青
倉
エ

リ
ア

●
人　
　

数
：
寺
族
四
名
・
檀
徒
四
十
二
名
・

信
徒
一
名
・
一
般
四
名

●
要　
　

旨
：
常
光
寺
「
共
生
の
会
」
は
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
行
動
の
柱
で
あ
る

「
生
命
」「
共
生
」「
奉
仕
」
を
さ
ら
に
具

体
化
さ
せ
「
学
ぶ
」「
祈
る
」「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
主
に
下

仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
環
境
保
全
と
清
掃
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

福
島
教
区
本
部

五
大
院
支
部
（
鈴
木
行
賢
支
部
長
）

●
事
業
名
：
五
大
院
縁
日
を
開
く
会

●
活
動
年
数
：
十
三
年

●
該
当
事
業
：
ま
ち
づ
く
り

●
回　
　

数
：
年
十
二
回

●
場　
　

所
：
福
島
県
福
島
市

●
人　
　

数
：
信
徒
十
五
名
・
一
般
十
五
名

●
要　
　

旨
：
毎
月
二
十
八
日
に
護
摩
祈
祷

を
行
う
と
共
に
書
道
展
、
昔
話
の
夕
べ
、

生
け
花
展
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
交
流
を
は
か
っ
て
い
る
。
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●
要　
　

旨
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
協
同
し
、
既

存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み

の
創
出
な
ど
、
寺
院
を
地
域
社
会
と
の
新

し
い
交
流
の
場
と
す
る
取
り
組
み
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

玄
清
法
流
本
部

成
就
院
支
部
（
梶
谷
隆
幸
支
部
長
）

●
事
業
名
：
国
登
録
有
形
文
化
財
箱
嶋
家

住
宅
和
の
文
化
シ
リ
ー
ズ
第
三
弾
荒
神
祭

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
二
回

●
場　
　

所
：
福
岡
県
福
岡
市

●
人　
　

数
：
寺
族
五
名
・
一
般
四
十
名

●
要　
　

旨
：

荒
神
琵
琶
保

存
会
は
玄
清

法
流
所
伝
の

琵
琶
法
義
の

継
承
と
振
興

を
図
る
と
と

も
に
、
福
岡

県
指
定
無
形

文
化
財
で
あ

る
「
玄
清
法

流
盲
僧
琵
琶
」
の
保
存
お
よ
び
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
群
馬
大
会

　

群
馬
教
区
本
部
（
谷
晃
昭
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
に
富
岡

市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第
十
一

回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
大
会
を
開

催
し
た
。
今
回
は
「
～
つ
な
げ
よ
う
得
が
た

き
あ
ら
ゆ
る
生
命
～
私
た
ち
は
忘
れ
な
い

三
・
一
一
」
と
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
約
千
名
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
檀
信
徒
会
連
盟
会
長
の
河
田

泉
氏
の
挨
拶
で
開
会
し
、
谷
教
区
本
部
長
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
教
区
本
部
会
長
の
都
筑

玄
澄
師
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
け

て
木
ノ
下
寂
俊
同
運
動
理
事
長
、
横
山
照
泰

同
運
動
総
本
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

記
念
法
要
と
し
て「
東
日
本
大
震
災
慰
霊
・

復
興
祈
願
法
要
」
が
谷
教
区
本
部
長
御
導
師

の
も
と
厳
修
さ
れ
、
会
場
は
厳
か
な
空
気
に

包
ま
れ
た
。
法
要
の
後
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
の
実
践
者
と
し
て
一
名
七
団
体
が
谷
教
区

本
部
長
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。

山
形
教
区
本
部

慈
光
明
院
支
部
（
山
口
雪
江
支
部
長
）

●
事
業
名
：
慈
光
明
院
和
の
文
化
を
楽
し

む
会

●
活
動
年
数
：
一
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
回　
　

数
：
年
十
二
回

●
場　
　

所
：
山
形
県
山
形
市

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
信
徒
四
名
・
一

般
二
十
名

●
要　
　

旨
：
毎
月
、
寺
院
を
開
放
し
十
三

仏
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
仏
さ
ま
の
真
言
を

唱
え
て
、
趣
旨
を
書
い
て
お
姿
を
写
仏
す

る
連
続
講
座
を
開
催
し
て
地
域
の
方
と
の

交
流
を
は
か
っ
て
い
る
。

安
楽
律
法
流
本
部

宗
休
寺
支
部
（
佐
藤
舜
海
支
部
長
）

●
事
業
名
：
関
善
光
寺
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

●
活
動
年
数
：
四
年

●
該
当
事
業
：
教
育

●
回　
　

数
：
随
時

●
場　
　

所
：
岐
阜
県
関
市

●
人　
　

数
：
寺
族
二
名
・
信
徒
十
名
・
一

般
三
十
名
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記
念
講
演
で
は
、
同
運
動
副
会
長
で
あ
る

中
尊
寺
貫
首
の
山
田
俊
和
師
を
講
師
に
迎
え
、

「
抜
苦
与
楽
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

山
田
副
会
長
は
自
身
が
貫
首
を
務
め
る
中
尊

寺
建
立
の
意
を
中
心
に
話
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
講
演
の
後
、
群

馬
天
台
青
年
会
の
行
っ
て
い
る
東
日
本
大
震

災
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
が

谷
晃
仁
会
長
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
堺
す
す
む
氏

に
よ
る
ギ
タ
ー
漫
談「
お
し
ゃ
べ
り
ギ
タ
ー
」

が
披
露
さ
れ
、
愉
快
な
話
と
テ
ン
ポ
の
良
い

漫
談
で
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

大
会
最
後
に

は
教
区
本
部
よ

り
被
災
地
支
援

金
と
し
て
山
田

副
会
長
へ
、
地

球
救
援
募
金
と

し
て
横
山
総
本

部
長
へ
そ
れ
ぞ

れ
寄
託
さ
れ
、

大
会
は
幕
を
閉

じ
た
。

○
京
都
大
会

　

京
都
教
区
本
部（
穴
穂
行
弘
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日
に
京
都

市
左
京
区
の
眞
正
極
樂
寺
（
竹
内
長
敬
支
部

長
）
を
会
場
に
、
京
都
教
区
一
隅
を
照
ら
す

運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
二
百
名
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
穴
穂
教
区
本
部
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
横
山
総
本
部
長
よ
り
祝

辞
が
あ
っ
た
。

　

第
一
講
で
は
、
浪
曲
師
の
春
野
恵
子
氏
に

よ
る
「
両
国
夫
婦
花
火
」
と
い
う
題
目
の
浪

曲
が
披
露
さ
れ
、
三
味
線
の
音
に
合
わ
せ
た

語
り
に
参
加
者
は
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

第
二
講
で
は
延
暦
寺
一
山
伊
崎
寺
支
部
長

の
上
原
行
照
師
に
よ
る
「
一
隅
を
照
ら
す
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
上
原
師
は
自

身
の
体
験
さ
れ
た
千
日
回
峰
行
で
修
得
さ
れ

た
こ
と
や
、
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
話

さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
話
し
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

最
後
に
、
同

運
動
副
会
長
で

も
あ
る
京
都
教

区
檀
信
徒
会
会

長
（
天
台
宗
檀

信
徒
会
会
長
）

の
谷
口
義
久
氏

の
挨
拶
で
大
会

は
閉
会
し
た
。

○
信
越
大
会

　

信
越
教
区
本
部（
師
田
香
雪
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
に
長

野
市
の
善
光
寺
大
勧
進（
小
松
玄
澄
支
部
長
）

を
会
場
に
、
信
越
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動

推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
百
二
十
名
の
参
加

者
が
集
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
師
田
教
区
本
部
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
横
山
照
泰
総
本
部
長
よ

り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
師
田
教
区
本
部
長
御
導
師
に

よ
る
法
楽
と
福
聚
教
会
信
越
地
方
本
部
に
よ

る
御
詠
歌
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
一
同
で
唱

和
し
た
。

　

第
二
部
で
は
陸
奥
教
区
觀
音
寺
支
部
長
の

鮎
貝
宗
城
師
に
よ
る
「
津
波
と
火
災
か
ら
の

復
興
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
鮎
貝

師
は
地
震
発
生

当
時
か
ら
の
体

験
談
を
話
さ
れ

「
震
災
か
ら
三

年
半
経
っ
た
が

記
憶
を
風
化
さ

せ
て
は
な
ら
な

い
。
気
仙
沼
と

い
う
文
字
を
み

た
ら
、
東
日
本

大
震
災
の
事
を
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第
一
部
講
演
で
は
、
阿
支
部
長
（
同
運
動

顧
問
）
が
「
人
間
に
生
ま
る
る
こ
と
大
い
な

る
喜
び
な
り
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
い
か

に
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
が
幸
せ
か
を

参
加
者
に
説
き
、
皆
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　

第
二
部
で
は
、
落
語
家
の
三
遊
亭
金
時
氏

に
よ
る
落
語

「
二
番
煎
じ
」

が
披
露
さ
れ
、

会
場
に
は
笑
い

声
が
あ
ふ
れ
て

い
た
。

　

最
後
に
、
茨

城
教
区
主
事
会

長
の
鈴
木
俊
彰

師
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
茨
城
教

区
議
会
議
員
の

新
井
量
栄
師
の
閉
会
の
辞
に
よ
っ
て
大
会
は

幕
を
閉
じ
た
。

○
栃
木
大
会

　

栃
木
教
区
本
部（
齋
藤
宏
明
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
に

壬
生
町
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
第
七
回
栃

木
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
を
開

催
し
、
約
千
百
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
齋
藤
教
区
本
部
長
よ
り
開
会

宣
言
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
横
山
総
本
部

長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
今
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
伝
教
大
師
の
精
神
を
お
し
ひ
ろ
め
た
慈
覚

大
師
円
仁
～
そ
の
魅
力
と
功
績
を
探
る
～
」

を
も
と
に
四
名
の
講
師
に
よ
り
、
次
の
演
題

に
よ
る
講
演
が
な
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

落
語
「
強
運
の
人
慈
覚
大
師
円
仁
」（
落

語
家
露
の
団
姫
師
）

講
演
「
至
宝
の
旅
行
記
を
遺
し
た
円
仁
」

（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
教
授
酒

寄
雅
志
氏
）

講
演
「
一
級
の
国
際
人
円
仁
」（
テ
ン
プ

ル
大
学
講
師
阿
南
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
史

代
氏
）

講
演
「
仏
教
東
流
の
立
役
者　

円
仁
」（
天

台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
齊
藤
圓
眞

師
）（
講
演
順
）

　

第
二
部
で
は
、
四
名
の
講
演
者
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
て
「
伝
教
大
師
の
精
神
を
ど
う

ひ
ろ
め
た
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
栃
木
教
区

日
光
部
觀
音
寺
支
部
長
の
千
田
孝
明
師
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本
題
に
入
る
前
に

「
慈
覚
大
師
円
仁
の
研
究
を
な
ぜ
始
め
た
の

か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
講
演
者
は
一
様
に

思
い
出
し
て
欲
し
い
」
と
参
加
者
に
力
強
く

話
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
同
運
動
教
区
本
部
事
務
局
長
の

吉
澤
道
信
師
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
大

会
は
閉
会
し
た
。

○
茨
城
大
会

　

茨
城
教
区
本
部（
酒
井
貫
全
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
に
筑
西

市
黒
子
の
千
妙
寺
（
阿
純
孝
支
部
長
）
を
会

場
に
、
第
十
九
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

推
進
茨
城
大
会
を
開
催
し
、
約
二
百
名
が
参

加
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
酒
井
教
区
本
部
長
御
導
師
の

も
と
法
楽
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
酒
井
教
区

本
部
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い

て
来
賓
の
横
山
総
本
部
長
、
天
台
宗
宗
議
会

議
員
の
舩
戸
俊
宏
師
、
茨
城
教
区
議
会
議
長

の
小
川
晃
照
師
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
二
名
二
団
体
へ
東
日
本
大
震
災

の
支
援
活
動
に
対
し
て
一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
よ
り
の
感
謝
状
が
横
山
総
本
部
長
か

ら
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
茨
城
教
区
本
部
の

活
動
報
告
と
し
て
教
区
本
部
事
務
局
長
の
松

永
博
臣
師
よ
り
、
災
害
時
に
お
寺
が
拠
点
と

な
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ム
ダ
が
医
療

活
動
を
行
う
協
力
関
係
寺
院
の
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
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「
人
生
と
深
い

ご
縁
が
あ
っ
た

慈
覚
大
師
円
仁

に
惹
か
れ
研
究

を
始
め
た
」
と

答
え
ら
れ
て
い

た
。

　

最
後
に
は
壬

生
寺
保
育
園
の

園
児
に
よ
る

「
円
仁
太
鼓
」

が
披
露
さ
れ
、
今
大
会
は
盛
会
の
内
に
幕
を

閉
じ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎ 

平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
義
援
金
の
寄
託

を
受
け
る

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
が
八
月
二
十

六
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
た
「
平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
義
援

金
」
に
対
し
て
、
平
成
二
十
六
年
九
月
十
日

に
天
台
宗
寺
庭
婦
人
連
合
会
よ
り
義
援
金
の

寄
託
を
受
け
た
。
当
日
、
米
田
陽
子
会
長
か

ら
横
山
総
本
部
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
十
月
二
日
に
は
比

叡
山
高
等
学
校
生
徒
会
執
行
部
の
渡
邊
愛
衣

さ
ん
、
養
覚
裕
哉
君
が
来
庁
し
、
義
援
金
の

寄
託
を
受
け

た
。

　

同
校
生
徒

会
執
行
部
で

は
、
朝
の
挨

拶
運
動
に
あ

わ
せ
て
校
門

前
に
立
ち
、

生
徒
へ
募
金

の
呼
び
か
け

を
行
っ
た
。

今
回
の
義
援
金
に
は
募
金
活
動
に
加
え
、
文

化
祭
の
バ
ザ
ー
の
収
益
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

渡
邊
さ
ん
は
「
最
初
は
募
金
に
協
力
し
て

く
れ
る
人
が
少
な
か
っ
た
が
、
続
け
る
う
ち

に
多
く
の
人
か
ら
協
力
い
た
だ
け
た
」
と
苦

労
も
多
か
っ
た
様
だ
が
、「
遠
い
所
か
ら
少

し
で
も
被
災
地

の
為
に
役
に
立

て
れ
ば
」
と
語

っ
て
い
た
。

　

な
お
、
お
預

か
り
い
た
し
ま

し
た
「
平
成
二

十
六
年
八
月
豪

雨
義
援
金
」
の

支
援
先
等
に
つ

い
て
は
、『
天

台
宗
報
』
三
〇
一
号
に
掲
載
し
て
あ
る
報
告

の
通
り
で
す
。
大
変
多
く
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
公
開
講
座
を
開
催

　

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
、
天
台
宗
務
庁

大
会
議
室
を
会
場
に
第
十
四
回
・
一
隅
を
照

ら
す
運
動
公
開
講
座
を
開
催
し
、
約
三
百
名

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

今
回
は
、
延
暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職
の
宮

本
祖
豊
師
を
講
師
に
迎
え
、「
仏
を
感
得
す

る
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
約
一
時
間
の

講
演
の
中
で
、
宮
本
師
は
十
二
年
籠
山
行
を

は
じ
め
、
出
家
得
度
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な

ど
自
身
の
経
験
を
元
に
話
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。　

ま
た
、
公
演

後
に
は
質
疑
応

答
の
時
間
を
設

け
て
、
ま
た
と

な
い
機
会
に
参

加
者
か
ら
多
く

の
質
問
が
あ
り
、

会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て

い
た
。
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「
一
隅
を
照

ら
す
心
～
手

を
取
り
合
っ

て
次
代
に
つ

な
げ
よ
う
」

と
題
し
、
地

元
福
島
県
を

は
じ
め
全
国

各
地
か
ら
集

ま
っ
た
三
千

名
を
超
え
る

参
加
者
と
共

に
、
災
害
犠
牲
者
の
追
悼
と
復
興
を
祈
念
し

た
。

　

大
会
で
は「
東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
・

復
興
祈
念
法
要
」
や
東
日
本
大
震
災
天
台
宗

災
害
対
策
本
部
よ
り
福
島
県
へ
復
興
の
為
の

支
援
金
と
し
て
二
百
万
円
の
寄
託
等
が
行
わ

れ
た
。

　

他
に
も
、
元
Ｔ
―
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
森
友
嵐
士

氏
に
よ
る
ト
ー
ク
・
歌
唱
や
仏
教
思
想
家
ひ

ろ
さ
ち
や
氏
に
よ
る
講
演
、
男
性
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
の
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
に
よ
る
ト

ー
ク
・
歌
唱
が
行
わ
れ
た
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
義
援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
日
、
総
本
部
は

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
」
と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

海
外
た
す
け
あ
い
」
へ
義
援
金
を
寄
託
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局
か
ら
赤
木
俊
夫
局
長

に
来
庁
い
た
だ
き
、
木
ノ
下
寂
俊
一
隅
を
照

ら
す
運
動
理
事
長
、
小
堀
光
實
同
運
動
副
理

事
長
か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。
歳
末
た
す

け
あ
い
に
は
、
十
二
月
一
日
に
比
叡
山
麓
坂

本
地
区
で
行
わ
れ
た
「
天
台
宗
全
国
一
斉
托

鉢
」
に
て
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
四
十
九
万
三
千

三
百
七
十
九
円
。
海
外
た
す
け
あ
い
に
は
、

地
球
救
援
事
務
局
か
ら
百
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ

寄
託
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
寄
託
式
に
は
比
叡
山
幼
稚
園
か
ら

代
表
し
て
園
児
四
名
と
保
護
者
四
名
も
出
席

し
、
秋
に
行
わ
れ
た
バ
ザ
ー
の
収
益
金
が
園

児
た
ち
か
ら
赤
木
局
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
「
歳
末
た

す
け
あ
い
」

「
海
外
た
す

け
あ
い
」
は

国
内
外
の
支

援
が
必
要
な

人
々
の
た
め

に
役
立
て
ら

れ
る
。

◎
比
叡
山
中
学
校
生
が
義
援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十

六
年
十
月
七

日
、
比
叡
山

中
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委

員
会
委
員
長

の
唐
島
田
響

生
君
が
来
庁

し
、
東
日
本

大
震
災
復
興

支
援
の
た
め

の
義
援
金
を

横
山
総
本
部
長
に
寄
託
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
同
年
九
月
二
十
四
日
・
二

十
五
日
に
同
校
の
文
化
祭
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
が
開
催
し
た
バ
ザ
ー
で
の
売
り
上

げ
で
あ
り
、
例
年
総
本
部
へ
寄
託
し
て
い
る
。

　

唐
島
田
君
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
多

く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
た
。

◎ 「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
四
十
五
周
年
東

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
大
会
を
開
催

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
二
日
、
郡
山
ユ

ラ
ッ
ク
ス
熱
海
（
福
島
県
郡
山
市
）
を
会
場

に
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
四
十
五
周
年
東

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
大
会
を
開
催
し
た
。
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◎
三
千
院
門
跡
が
浄
財
を
寄
託　

平
成
二
十

六
年
十
二
月

二
十
四
日
、

三
千
院
門
跡

の
堀
澤
祖
門

御
門
主
が
天

台
宗
務
庁
に

来
庁
さ
れ
、

堀
澤
御
門
主

よ
り
横
山
照

泰
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総

本
部
長
へ
浄
財
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

こ
の
浄
財
は
、
京
都
市
左
京
区
大
原
の
三

千
院
一
帯
の
地
で
師
走
の
恒
例
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
る
「
托
鉢
寒
行
」
で
集
ま
っ
た

も
の
で
、
地
球
救
援
事
務
局
の
様
々
な
救
援

活
動
に
充
て
ら
れ
る
。

◎
比
叡
山
高
校
の
宗
内
生
が
托
鉢
浄
財
を
寄
託

　

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
六
日
、
比
叡
山

高
校
の
宗
内
生
三
名
（
檜
原
亮
紀
君
二
年
生
、

髙
川
慈
海
君
二
年
生
、山
﨑
孝
宥
君
一
年
生
）

と
教
員
一
名
が
来
庁
し
、
平
成
二
十
六
年
十

二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
「
寒
行
托
鉢
」
で
集

ま
っ
た
浄
財
十
万
一
千
五
百
四
十
一
円
を
地

球
救
援
募
金
と
し
て
総
本
部
に
寄
託
し
た
。

　

こ
の
托
鉢
は
、

毎
年
宗
内
生
が

実
践
仏
教
の
一

環
と
し
て
、
大

津
市
仰
木
地
区

に
お
い
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
宗
内
生

十
一
名
が
参
加

し
た
。

　

托
鉢
に
来
る

の
を
待
っ
て
い

て
下
さ
る
お
宅
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
檜
原
君
か
ら
「
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
有
効
に
活
用
し
て
下
さ
い
」
と
横
山

総
本
部
長
へ
寄
託
さ
れ
る
と
、
横
山
総
本
部

長
か
ら
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
お
気
持
ち
を
役
立
て
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
返
礼
が
な
さ
れ
た
。

◎
一
隅
を
照
ら
す
運
動
理
事
会
を
開
催

　

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
、
天
台
宗

務
庁
に
お
い
て
一
隅
を
照
ら
す
運
動
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
の
一
隅
を

照
ら
す
運
動
の
事
業
計
画
や
予
算
が
審
議
さ

れ
、
平
成
二
十
七
年
度
「
一
隅
を
照
ら
す
運

動
」
通
常
会
計
歳
入
歳
出
予
算
な
ら
び
に
平

成
二
十
七
年
度
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
地

球
救
援
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
が
承

認
さ
れ
た
。

　

会
議
の
冒
頭
で
、森
川
宏
映
会
長
よ
り「
災

害
の
中
に
は
天
災
と
人
災
が
あ
る
。
天
災
と

人
災
の
中
で
も
我
々
の
手
の
届
か
な
い
災
害

が
あ
る
。
し
か
し
、
い
じ
め
や
社
会
問
題
な

ど
は
我
々
が
未
然
に
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
個
人
会

員
、
団
体
会
員
を
増
や
し
１
人
１
人
が
一
隅

を
照
ら
す
こ
と
が
一
つ
の
目
的
で
は
な
い

か
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
会
議
の
中
で
は
顧

問
・
役
員
の
委

嘱
に
関
す
る
報

告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
横
山

総
本
部
長
よ
り

昨
年
十
一
月
十

二
日
に
開
催
さ

れ
た
「
一
隅
を

照
ら
す
運
動
」

四
十
五
周
年
東

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
大
会
に
つ
い
て
、
三

千
名
を
超
す
参
加
者
が
集
ま
り
盛
会
の
内
に

幕
を
閉
じ
た
報
告
が
あ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

◎
叡
山
学
院
生
が
托
鉢
浄
財
を
寄
託

　

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日
、
叡
山
学
院
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生
三
名
（
玉
泉
会
会
長
小
寺
照
哉
さ
ん
総
合

学
科
三
年
、
同
会
副
会
長
片
岡
秀
仁
さ
ん
総

合
学
科
四
年
、
同
会
総
務
西
野
祐
聖
さ
ん
総

合
学
科
三
年
）
と
教
員
一
名
が
来
庁
し
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
義
援
金
を
横
山
総

本
部
長
に
寄
託
し
た
。

　

今
回
の
義
援
金
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月

二
十
四
日
に
行
っ
た
叡
山
学
院
寒
行
托
鉢
で

集
ま
っ
た
浄
財
で
、
十
一
万
一
千
八
百
六
十

七
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

叡
山
学
院
生
で
組
織
さ
れ
た
学
生
会
「
玉

泉
会
（
ぎ
ょ
く
せ
ん
か
い
）」
が
実
践
仏
教

の
一
環
と
し
て
、
大
津
市
園
城
寺
町
の
園
城

寺
（
三
井
寺
）
界
隈
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
生
徒
二
十
八
名
、
職
員
四
名
が
托
鉢

を
行
っ
た
。

　

学
院
生
は

「
訪
問
し
た

家
の
方
や
お

店
の
方
か
ら

多
く
の
浄
財

か
ら
協
力
し

て
い
た
だ
け

た
」
と
感
想

を
述
べ
て
い

た
。

教 育 里 親 募 集
　一隅を照らす運動総本部では、学校に行きたくても行けない海外の子どもたちに就
学費用を援助するため、「教育里親支援」を行っております。
　この制度は子どもたちを預かる従来の里親とは異なり、皆様からの支援金を総本部
が取りまとめ、現地の施設や団体を通じて子どもたちに届ける「教育費の支援事業」
です。

〈支援（育英金）の種別〉
　ご支援は「個人」のほか「団体」でも受け付けております。また、年額３万円（１
口）を５年間継続して支援していただくことが原則ですが、一時的な支援も受け付け
ておりますので、積極的なご支援をお願いいたします。
Ａ：継続支援…年額３万円（１口）を５年間
Ｂ：一括支援…５年分を一括で15万円の支援
Ｃ：一時支援…３千円以上

〈現在の支援先〉
インド：パンニャ・メッタ子供の家
タ　イ：プラティープ財団

〈お申し込み・お問い合わせ〉
　まずは、一隅を照らす運動総本部へお問い合わせ下さい。折り返し教育里親制度申
込書を送付させていただきます。
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